
県内外への脱臭装置の広がり

� 脱臭槽内にファイバーボールを充填し、臭気を通過させる際にファイバーボー
ル内に棲みついた微生物がアンモニアを分解。臭気成分の吸収、生物の生育
に必要な水分を、脱臭槽上部から定期的な散水で補給する。

� 高濃度にアンモニアを含む臭気（2,000ppm以上）を1/10以下に低減。
� 既存の脱臭槽（土壌や木質チップ等）に比べコンパクトなスペースに設置可能。

� 堆肥化処理施設への脱臭装置（軽石脱臭装置、ファイバーボール脱臭装置）
の導入費を県単事業で一部補助（県単事業の実績：軽石脱臭装置9か所、

ファイバーボール脱臭装置6か所）。

� 軽石脱臭装置については、群馬県は特許を放棄し、現在、民間業者が販売。
これらの生物脱臭装置は県内外への広がりを見せている。

� 軽石脱臭装置は、さまざまな業者から全国的に販売実績あり。ファイバー
ボール脱臭装置の設置実績は、全国18か所。

ファイバーボール脱臭装置

＜ファイバーボールとは＞

� ロックウールなどの繊維
から製造した粒径2mm

～15mmの毛玉。

� 密度が小さい、通気抵抗
が小さい、気液接触効率
が高いなどの特徴を備
え、微生物層を形成しや
すい。

ファイバーボール

ファイバーボール脱臭装置
既存脱臭槽利用型

群馬県での設置事例
ファイバーボール脱臭装置（養豚）

岩手県での設置事例
軽石脱臭装置（養豚）

群馬県での設置事例
軽石脱臭装置（養豚）

○仕様例（肥育豚2,000頭の場合）
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ホソヤ式脱臭装置の普及（養鶏，神奈川県）

臭気対策 3

地 域 の 紹 介

� 神奈川県は、県土に約900万人が暮らす全国でも

有数の都市化の進んだ地域であり、農用地は県
土の約8.3%。

� 明治維新後から養豚業が盛んとなり畜産が発展。

� 県内の工業化、都市化が進み、畜産生産地帯と
住宅との混住化が顕著。

� 県内産農林水産物の付加価値を高め、生産拡大
につなげるため、かながわ夢ポーク等のブランド
化を進めている。

ポイント

� 神奈川県では早くから混住化が進んでおり、都市と共存する畜産を実現するた
め、畜産経営に起因する苦情のうちの６割となっている悪臭問題の解決が喫緊
の課題。

� （株）ホソヤでは、農場から排出される臭気をシャワー水により脱臭する装置を開
発。県内の養鶏農家が導入した。

� このほか、栃木県、千葉県、静岡県、三重県での導入実績があり、県外へも普
及が進んでいる。

ホソヤ式脱臭装置の開発

� （株）ホソヤでは、農場から排出される臭気をシャワー水で脱臭し、臭気を吸
着した水（脱臭液）は活性汚泥式浄化槽で処理する装置を開発。

� 悪臭問題に悩む県内の養鶏農家が導入した。

かながわ夢ポーク

地 域 の 状 況

� 畜舎排水は、県畜産技術センターが昭和44年に開発した「神奈川方式」と呼
ばれる経済的かつ省力的な活性汚泥浄化槽が、県内の畜産農家に普及。

� しかし、畜産経営に起因する苦情のうちの6割となっている悪臭問題について、
経済性及び維持管理上の問題から、脱臭施設が不十分な状況。
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� 鶏舎から取り込んだ臭気と発酵槽から発生する臭気を送風機で一箇所に集め、シャ
ワー水で臭気を吸着。

� 臭気を吸着した水（脱臭液）は活性汚泥式浄化槽でばっき処理後、シャワー水として
再利用。

� 活性汚泥浄化槽の沈殿物を含んだ水は発酵槽に還元。

臭気
シャワー室

活性汚泥
浄化槽 鶏ふん発酵槽

接触材

強制排気

送風機
畜舎排風

発酵臭

シャワー室活性汚泥浄化槽

鶏ふん発酵槽

ホソヤ式脱臭装置を導入した神奈川県内A養鶏農家の事例

＜導入したA養鶏農家の経営概要＞

• 飼養羽数：6万羽

• 施設：セミウィンドレス鶏舎7棟、開放鶏舎3棟

• 労働人数：7人（うち家族2人）

＜鶏ふん処理の概要＞

• セミウィンドレス鶏舎からコンベアで鶏ふんが運ばれる。
鶏舎のふん受け部分には送風装置が設置されており、
投入段階で通常の生ふんよりも水分率が低くなっている。

• 発酵槽は深さ1.3mで攪拌機で攪拌するエンドレスタイプ。
途中の引き出し口で約6割が搬出され堆肥舎で2次発酵
に進むが、残り4割は戻し堆肥として再び生ふんと混合。

• 床面にはエア配管を敷設。
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豪雪地帯における汚水処理（生越養豚場，新潟県十日町市）

地 域 の 紹 介

経 営 の 概 要

� 十日町市は新潟県の南部の中山間地域に位
置し、県内でも有数の豪雪地帯である。この
地方では、古く飛鳥・平安の時代から織物生
産が盛んに行われており、現在でも絹織物は
基幹産業として重要な役割を担っている。

� 農業部門の産出額は11億5千万円で、稲作
77.2%、野菜10.6%、畜産6.7%となっており、良
質な魚沼米の産地として有名。

・所在地：新潟県十日町市

・施設：肥育豚舎1棟175㎡、繁殖豚舎1棟113㎡、育成
豚舎1棟113㎡、堆肥舎52㎡、浄化処理施設

（曝気槽142㎥）71㎡、汚泥ろ床38㎡

・労働力：家族3人

・飼養頭数：母豚100頭（ストール）、肉豚1,000頭（群飼）

ポ イ ン ト

� 養豚の浄化処理施設として実績があり、安定した性能を持ち、シンプルで耐久
性に優れ、全自動運転で維持管理が容易、ランニングコストが安いことから、全
自動回分式活性汚泥処理方式（神奈川方式）を導入。

� 冬季には数mの積雪がある豪雪地帯のため、曝気槽は雪が入らないよう地下

に埋設し、表面を全てコンクリートで覆う、冬季の性能低下対策としてＢＯＤ容
積負荷を0.3kg/㎥・日と低く設定、積雪期間の汚泥がきちんと乾燥するように、
汚泥ろ床を光透過性のある建屋で囲う等の対策を行った。

� これらの対策の結果、冬季でも良好な汚水の浄化が可能となっている。

汚水処理施設設置のきっかけ

季節の花を植え環境美化に努めている。

� 尿汚水は、尿溜に貯留後、バキュームで汲み上げて管内の水田及び畑地に散
布していた。しかし、平成9年に、規模拡大により従来の散布ほ場では面積が不
足したため、新たなほ場に散布したが、周辺住民から悪臭に対する苦情が発生。

� 先進地視察や研修会等への積極的な参加により、汚水処理方式の検討を重ね
た結果、畜産環境整備リース事業による汚水処理施設の導入を決定。

十日町市

汚水対策 1
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汚水処理施設の選定と設置

� 県内外の様々な農家の尿処理施設を積極的に視察し、土壌菌を利用した活性汚
泥法、回分式活性汚泥法、連続式活性汚泥法（ラグーン方式）等を比較。

� 最終的に、神奈川県畜産試験場を視察し、平成12年、以下の理由により、全自動
回分式活性汚泥処理方式（神奈川方式）を導入。

� 養豚の浄化処理施設として実績があり、安定した性能を持つ。

� 施設がシンプルで耐久性に優れる。

� 汚泥引き抜き以外は全自動運転で、維持管理が容易である。

� 循環水路型曝気槽を採用しているためランニングコストが安い（3万円/月）。

� また、冬季には数mの積雪がある豪雪地帯のため、以下の対策を講じた。

� 曝気槽は雪が入らないよう地下に埋設し、表面を全てコンクリートで覆う。

� 冬季の低温期の性能低下対策として回分式活性汚泥装置としては低めのＢ
ＯＤ容積負荷0.3kg/㎥・日に設定（通常は0.5kg/㎥・日程度）。

� 積雪期間の汚泥がきちんと乾燥するように、汚泥ろ床を光透過性のある建屋
とし、かつ落雪しやすいよう傾斜のある屋根で囲う。

� これらの対策の結果、冬季でも良好に汚水の浄化が可能となっている。

曝気装置 曝気装置内部

汚泥ろ床

畜舎尿汚水（15㎥/日） 傾斜型スクリーン 投入槽15㎥/希釈槽30㎥ 曝気槽142㎥

消毒槽汚泥ろ床38㎡

河川放流（30㎥/日）

汚水処理フロー図

汚泥ろ床を囲う建屋とコンクリートで覆った曝気槽

搬出処分

余剰活性汚泥

固液分離

井戸水で希釈
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低コストなパーラー排水処理施設（中原牧場，酪農，鳥取県鳥取市）

地 域 の 紹 介

経 営 の 概 要

� 鳥取市は、県東部に位置し、山陰地方の中
では京阪神地方との結び付きが強いことから、
山陰地方における東の玄関口となっている。

� 市の特産品として、砂丘らっきょう、二十世紀
なし、白ネギが有名。

� 酪農経営においては、規模拡大が進み、飼

養形態は、従来のつなぎ方式からフリース
トールやフリーバーンへ変わりつつある。

・所在地：鳥取県鳥取市

・施設：牛舎2棟、アブレスト型パーラー（8頭×1列）

・労働力：3人（家族）

・飼養頭数：搾乳牛60頭（フリーストール）

ポ イ ン ト

� 原水槽、曝気槽、沈殿槽は保温のため地中に埋設。

� パーラーからの排水はメッシュのステンレス製網カゴで浮遊固形物を確実に除去。

� 原水槽から曝気槽への流量調整は、構造がシンプルで故障の少ないエアリフトポ
ンプを利用。

� 水中ポンプが不要となるよう曝気槽間の汚水の移動は傾斜による自然流下を利
用し、維持費削減。

� ブロワーにインバーターを接続し、通常の約1/2の電気代で運転。

� これらの工夫により設置費用・維持費が安価で、維持管理がしやすい施設が完成。

� 同システムは、県内外の酪農牧場への導入が進んでいる。

汚水処理施設設置のきっかけ

中原牧場

� 中原牧場では平成10年につなぎ方式からフリーストール牛舎へ改築。この際、同
時にアブレスト型パーラーを導入した。

� 平成18年に作業効率の改善のため、パーラーの移設を行うこととなり、同時に、

排水処理施設の機能改善のため、鳥取県畜産試験場による低コストパーラー排
水浄化処理施設のモデル牧場として、同システムを導入することとなった。

鳥取市

汚水対策 2
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低コストなパーラー排水処理

� 原水槽9.3㎥×2、曝気槽9.4㎥×5、沈殿槽9.3㎥×1（図1参照）は保温のため地中
に埋設。

� 汚水量は6㎥/日（ＢＯＤ濃度1,677ppm）、ＢＯＤ量を10kg/日で計算。曝気槽33.3㎥
×ＢＯＤ容積負荷0.3kg/㎥・日＝10kg/日となり、処理能力は余裕を持って設計（曝
気槽47㎥＞33.3㎥）。

� パーラーからの排水は3mmメッシュと1mmメッシュのステンレス製網カゴで浮遊固
形物を確実に除去（8～10kg/日の固形物を回収）。

� ＢＯＤ濃度が1,200ppmとなるように3㎥/日の井戸水で原水槽を希釈。

� 原水槽から曝気槽への流量調整は、構造がシンプルで故障の少ないエアリフトポ
ンプを利用。

� 水中ポンプが不要となるよう曝気槽間の汚水の移動は傾斜による自然流下を利用
し、維持費削減。

� ブロワーにインバーダーを接続し、運転出力を20%下げて運転することで曝気能力
を維持させながら約1/2の電気代で運転。

� これらの工夫により設置費用・維持費が安価で、維持管理がしやすい施設が完成。

（図1）パーラー排水処理施設の平面図と断面図

アブレスト型パーラー

エアリフトポンプ

固液分離装置

3mmメッシュ1mmメッシュ
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